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若柳分水施設
(胆沢・衣川)

兎口分水施設
(胆沢)

日除松分水施設
(前沢)

見分森分水施設
(水沢)

小林分水施設
(前沢)

永岡分水施設
(水沢)平林分水施設 フロンティアパーク分水施設

(江刺)

万松寺分水施設
(江刺)

胆沢川

胆沢川

金ケ崎町内

奥州市内

P
※奥州市施設

浄

浄

北上川

胆
沢
ダ
ム

圧力調整池

P

導水管

送水管

浄水場

分水施設

ポンプ場

凡例

浄

※金ケ崎町施設

３期整備後の送水施設等概念図

３期整備対象施設
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HWL: 228.3 m HWL: 433.2 m HWL: 490.0 m HWL: 512.0 m
LWL: 225.3 m LWL: 430.4 m LWL: 487.2 m LWL: 509.0 m
V= 53 ㎥ V= 77 ㎥ V= 108 ㎥ V= 33 ㎥

HWL: 385.0 m
LWL: 382.0 m

HWL: 276.1 m V= 121 ㎥
LWL: 273.3 m
V= 142 ㎥

HWL: 316.7 m
HWL: 306.7 m HWL: 258.1 m HWL: 244.4 m LWL: 314.1 m
LWL: 303.9 m LWL: 255.5 m LWL: 241.6 m V= 86 ㎥ HWL: 495.5 m
V= 126 ㎥ V= 97 ㎥ V= 180 ㎥ LWL: 492.5 m

P=98m V= 12 ㎥
HWL: 272.2 m
LWL: 268.2 m

GL: 255.5 m V= 2041 ㎥

 オート弁
HWL: 192.5 m
LWL: 187.7 m P=96m

V= 0 ㎥ オート弁

HWL: 214.3 m HWL: 250.2 m HWL: 316.7 m
LWL: 211.3 m LWL: 246.9 m LWL: 314.1 m
V= 84 ㎥ V= 455 ㎥ V= 96 ㎥

閉

HWL: 280.8 m HWL: 226.5 m HWL: 257.4 m HWL: 310.8 m
LWL: 278.2 m LWL: 223.5 m LWL: 253.5 m LWL: 308.2 m
V= 224 ㎥ V= 68 ㎥ V= 1030 ㎥ P=96m V= 96 ㎥

HWL: 294.0 m
LWL: 291.0 m
V= 40 ㎥ P=70m HWL: 236.9 m

LWL: 233.0 m
P=45m V= 140 ㎥

HWL: 294.5 m
LWL: 291.5 m
V= 40 ㎥ P=90m

HWL: 280.0 m HWL: 243.4 m
LWL: 275.0 m LWL: 240.0 m HWL: 287.9 m
V= 2906 ㎥ V= 380 ㎥ LWL: 285.0 m

V= 232 ㎥
深井戸

P=56m

深井戸 深井戸 深井戸

第６水源 第７水源
P=75m

GL: 225.5 m GL: 218.3 m HWL: 208.4 m HWL: 252.9 m
V= 24 ㎥ V= 192 ㎥ LWL: 205.6 m LWL: 250.4 m

P=10m V= 2000 ㎥ P=41m P=75m V= 40 ㎥
P=47m P=25m

HWL: 268.0 m
HWL: 265.4 m LWL: 260.0 m
LWL: 262.4 m P=56m V= 2906 ㎥
V= 272 ㎥

（水口系）

湧水

■水源別水量（計画日最大）
湧水

⾧井市
湧水

湧水 深井戸

湧水 白川

HWL: 306.5 m HWL: 230.2 m
LWL: 303.5 m LWL: 228.4 m 白鷹町
V= 900 ㎥ V= 155 ㎥

表流水

HWL: 309.0 m HWL: 288.8 m HWL: 260.2 m
LWL: 306.3 m LWL: 284.8 m LWL: 259.2 m
V= 194 ㎥ P=82m V= 1200 ㎥ V= －

飯豊町

P=60m

東山工業団地ポンプ
場

手ノ子第1配水池 中央第2配水池

前野水源

R7日最大
2,763m3/d

小白川浄水場

向原増圧ポンプ場

眺山増圧ポンプ場

中郷増圧ポンプ場

⾧者原増圧ポンプ場
小白川水源

今泉配水池
平野配水池

時庭中継ポンプ場

中水源（３井）

三宝荒神水源 萩生第2配水池 中浄水場

六郎沢水源

大平第1水源

大平第2水源

平野浄水場 平山浄水場 清水町浄配水池 二重坂配水池

金井神ポンプ場

第２・５水源 最上川

伊佐沢加圧ポンプ場

第3水源 第４水源

草岡調整池

草岡ポンプ場

上地区配水池

R6日最大
9,419m3/d

寺泉配水池 寺泉調整池

8月5日

森中継場

杉沢配水池

杉沢ポンプ場

歓進代調整池

蚕桑低区配水池 愛宕山配水池 上野配水池
実淵川水源地

蚕桑水源地 高野水源地

蚕桑高区配水池 東高玉減圧槽 浅立配水池

歓進代ポンプ場 森配水池

R7日最大
5,053m3/d 津島台浄水場

上野ポンプ場7月29日

荒砥水源地

細野配水池

館山配水池

鷹山低区ポンプ場新山口配水池

鷹山低区配水池 細野水源

鷹山高区配水池 上原配水池

鮎貝水源地 鷹山中区配水池

山口高区配水池 山口低区配水池 鮎貝低区配水池

大瀬配水池 針生配水池

鮎貝高区配水池

3,690㎥/日

送水

5,800㎥/日

4,000㎥/日

新平山浄水場（共同化）

計画浄水量:8,900㎥/日

新山口配水池

送水（加圧）
区域統合

配水

配水
一部連絡管新設

新東高玉配水池

配水（連絡管新設）

送水

（自然流下）

⾧井市余力:1,300

⾧井市第3水源:500

新規（共同）:4,400

送水

配水（連絡管） 送水

3,100㎥/日

新規水源

寺泉配水池

（共同化）

＜水源を集約＞
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実施主体 検討事項・検討対象等
経営広域化への
機運醸成段階

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次
経営広域化後
の事業開始

水道基盤強化計画策定

経営広域化に向けた協議、
計画策定

法制度面の整備

首長・議会

広域化事業（交付金）

経営広域化に向けたＳＴＥＰ

第6ブロック構成水道事業者
等⇒経営広域化後の経営主体

個別検討、
広域的連携等推進協議会

埼玉県

水道基盤強化計画策定

個別検討・

広域連携の

方向性の合意

ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２

ＳＴＥＰ３

ＳＴＥＰ５

ＳＴＥＰ４

基
盤
強
化
計
画
の
公
表
及
び

基
本
協
定
締
結

経
営
主
体
の
決
定

事
業
計
画
・
初
年
度
予
算

合意 合意 合意

準
備
協
議
会
設
置

水
道
基
盤
強
化
計
画
策
定

の
合
意

広域化事業・運営基盤強化等事業交付金申請

準備協議会の設置・運営・基本計画等作成

（各部門（総務・営業・工務・維持管理等）の調整・協議

経営主体の規約整備・事業認可申請

個別基本計画

⇒広域化事業・基盤強化事業

協議会の設置・運営

（広域連携の方針検討）

合意合意
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①統合の有無に関わらず外部委託を継続すると考え、 ②本部機能に該当する職務の作業時間をもとに
 正職員と正職員以外の作業時間を集計  必要な人数を想定（単位:人） ④本部と支所の職員数を合計

正職員 正職員以外 計 正職員 正職員以外 計 統合前 統合後 差
総務・企画

関係
57,642.0 5,239.8 62,881.8 管理者 1 0 1 正職員 313 297 △ 16

経理関係 60,016.2 6,417.9 66,434.1
総務・企画

関係
30 3 33 正職員以外 86 80 △ 6

業務関係 59,265.1 23,057.8 82,322.9 経理関係 31 4 35 合計 399 377 △ 22
給水装置

関係
34,919.1 17,107.1 52,026.2

建設・工務
関係

61 4 65 6%減少
建設・工務

関係
119,962.9 6,487.7 126,450.6 小計 123 11 134

維持管理
関係

207,061.0 44,746.1 251,807.1

その他 18.0 0.0 18.0 ③支所に残る職務に該当する人工を集計（単位:人）

計 538,884.3 103,056.4 641,940.7 正職員 正職員以外 計

水道職員数（人） 313.0 86.0 399.0 業務関係 33 21 54
給水装置

関係
17 14 31

維持管理
関係

118 34 152

全職員数（人） 457.0 109.0 566.0 その他 6 0 6

小計 174 69 243

年
間
作
業
時
間
（

時
間
）

313 297

86
80

399
377

100

150

200

250

300

350

400

450

統合前 統合後

（人）
職員数の

変化

正職員
正職員以外

それぞれの年間作業時間を下のように設定し、

この時間で除して従業者数を想定する。

正職員:1,953時間（1日7時間45分、1か月
21日とし、7.75h×21日×12か月＝1,953h）
正職員以外:1,581時間（1日7時間45分、1
か月17日とし、7.75h×17日×12か月＝
1,581h）

支所ごとに、該当する職務の人工数を調査票か

ら集計し、端数処理して必要人数を算出する

（ただし、1人未満の場合は1人と設定）。

水道職員数は、他事業との人工割から想定


